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はじめに

マーラーは、交響曲は一つの世界であり、すべてを

包含 しなければならないと語っているが、実際マ
ーラー

の交響曲の中では、様々な生や死の問題、自然への愛

などを扱われている中で、時として矛盾した多様な世

界が表現されている。 しかし同時に、カトリックの神

秘性に惹かれていたマーラーは、いくつかの交響曲の

作曲において、 しばしば時間を超えて永遠につながる

特性、つまり超越性を志向しているように思われる。

マーラーの作品の中で、特に交響曲第 8番 はマーラー

が自分の最高傑作であると認めた曲であり、常に高み

を目指 し、超越性への志向性 も強い。同時に、20世

紀後半におけるマーラー復興に大きな役割を果たした

社会哲学者アドルノ
うによる、「この代表作は、失敗

に帰した、儀礼的なものの客観的に不可能な復活であ

る」という否定的な見解に代表されるように、議論の

多い曲でもある。

超越性、すなわち自己の現存在を超えて、未来に開

かれた感覚は、また心理臨床の場面において、 しばし

ば重要な意味を持つことがあるのではないだろうか。

マズローのいう至高体験は超越性とも関連した概念で

あるが、至高体験は 1人の人間として生きていく上で

大きな肯定的な影響を及ぼす。また治療者が超越性ヘ

の視点を持って臨むことは、時間的展望をもちにくい

精神疾患の治療、自殺の予防や死生学などの領域にお

いて、意義が深いと思う。

本研究では、マーラーの交響曲第 8番 の成立状況と

その楽曲分析について述べ、さらに超越性に関連 した

問題について心理臨床からの視点も含めて論じたい。

マーラーの生涯
―交響曲第8番作曲までの軌跡一

マーラーの生涯は、 1907年 に長女の死や自身の心

臓疾患の宣告などにより、濠1的な転換を迎えるが、そ

の前後からのマーラニの生涯については、以前拙著
⑥

で述べたので、主に交響曲第8番を完成するまでの生

涯を概観 したい。

1860年 7月 7日、グスタフ・マーラーはボヘ ミア

のカリシュトに 12人兄弟 (ラ ・グランジュによれば

14人兄弟)の 第2子として生まれた。両親はともにユ

ダヤ人で、父ベルンハル トは、乱暴な性格であったが

野心家で、行商人から店を構えて酒造業を営むまでに

至った:母 親マリーは、心臓病で足が悪く病弱で、優

しい性格であった。マーラーは母親思いで、父親につ

いて語る時は冷淡であったという。相次いで生まれた

子供たちのうち、5人 は幼 くして病気で死に、マ
ーラー

が特に愛 した弟のエルンストは 13歳 (マ
ーラーは当

時 14歳)の 時病死したが、この時の体験について、

1879年 にマーラーは友人のシュタイナーに以下のよ

うな手紙を書き送っている (岩下の訳
0に よる)。

「ぼくの人生の青ざめた姿が、とうの音に過ぎ去っ

てしまった幸福の影のようにそばを通り過ぎてゆきま

す。…そしてそこには手回しオルガン弾きが立ち、や

せこけた手で帽子を差し出しています。その調子はず

れの音の中からシュヴァーベンのエルンスト公のあい

さつの声が聞こえてきます。そしていよいよ姿を現し、

こちらに向かって大きく手を差しのべるのです。そこ

でそちらに目をやると、なんとそれはぼくの哀れな弟

なのです…。」

またマーラーと親交の深かった指揮者のヮルタ
ーに

よると、マーラーは 「われわれはどこからやって来て、
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